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合成発↑古物質の肉畜lこ対する効栄については， 1947年以来多くの研究がなされ，一般には去勢雄畜の

肥育にその効果が認、められている.しかし，これらの研究には1955年まで雄畜に関する報告はなかった.

その後雄豚に対して PERRYら1)が Tcstosteroneを， TEAGUSら2)は Stilbestrolを用いた試験の報告が

ある.雄牛lこ関しては， Stilbestrolを埋没した KLOSTERMANら3)，KUNKLEらの， WALTER & POPE5) 

および BAILEYら6)の報告がある.

Hexestrolを肉用雄昔話とくに豚と牛に用いた試験報告は比較的少ない.最近永田らが Hcxestrol

dicaprylateを合成し，鶏の雄ビナ K用いて肥育効果と去勢様効果を認めている* しかも本剤を経口投

与また筋注した場合，鶏体内で急速に分解ないし不活性化され，と殺後筋肉中への残留は僅微であると

される.

筆者らは， 1965年 5月から1966年 7月まで雄子豚と雄子牛を用いて試験を行なったので，とくに

Hexestrol dicaprylateをこれら若雄畜に注射した場合の発育促進，去勢様効果と肉質改善効果について

機告する.なおこの試験の組織学的検索は凶村が担当した.

試験方法

I 雄子豚に対する試験

fJt試豚は，ヨークシャー純粋種の雄子豚6頭を用いた.そのうち 5頭は， 1965年 l月生れの l腹雄子

豚であり，これを第 l次試験に供し，他の l頭は1966年生れのものでこれを第 2次試験!こ用いた.

第 l次試験K供した 5頭のうち 2頭は， 39日令時lζHexesteroldicaprylate (以下 Hex.D と称する)

を 20mg/kgずつ耳恨部に注射して Hex.D区とした. f也の 3頭は， 35日令時に常法通り精巣を割去し

て去勢区とした.第 2次試験では， 56日令時と 136日令時にそれぞれ Hex.Dを 15mg/kgずつ 2問符

筋肉lこ注射した.以上を表示すると Table1の通りである.

キヘキセステローノレジカプリレート lこ関する文献集:式凹薬品工業株式会社. (1966). 
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Table 1. Experimental design and pigs used. 

Treatments 
Exp. No. I 

Days old ||Body (kwg) eight i 
PigNo. 

恥1ethord

35 10.2 

Castration 35 10.6 2 

35 9.2 3 

(1965) 
坤 ctionof 20 rrψg I 39 I 10.6 4 

Hex.D 39 10.5 5 

E 

(1966) 

Injection of 15mg/kg Hex. D (1) 56 22.0 

W 

供試豚は，生後45日令で離乳し，第 l次試験ではと殺まで 5頭を混飼した.第 2次試験の供試豚は，

55日令時まで同腹の子豚と混飼したが， Hex. D注射後は独房で飼育した.給与飼料は，生後6週令な

いし15逓令のA期!cDCP 14.9%， TDN 68.6%生後16週令ないし26週令のB期lζDCP10.9%， TDN 

69.5%の濃厚飼料を給与したほかに青草を僅かずつ与えた.第 1次試験では全期間を不断給飼としたが，

第 2次試験では90日令までとし，以後制限給与した.

本試験に供した合成発情物質は， Hexestrol dicaprylateを主薬とした油剤で 1ml ~I.I 20 mgの Hex.D

を含有する(武田薬品工業KK製).

調査項目とその調査方法: 増体重は毎週あるいは毎月ごとに体重を測定して算出した.精巣の発育

を観察するため，生時陰嚢を介して精巣の長径と短径をノギスで毎月測定した.この測定の術式は，

陰嚢上から精巣の短俸を保定しそのままの状態で長径と短径を測定した.この方法によれば，長径と短

径を別々に保定するのと途い，精巣が変形されることなく測定できると考えられる.Hex. D区の供試

豚は，いずれもと殺直後l乙精巣を摘出し組織学的検索を行なった.第 2次試験においては，とくに生体

における精巣組織の変化を知るため Table2に示した設計の如く， 3回の Biopsyを行なった Biopsy

は，穿刺用 5ml注射筒に 18xl/4"注射針を付して精巣を穿刺し，組織片を採取した.精巣の組織片

は， 10 % Neutral-formalin液または Zenker-formalin液で固定し，染色は Hematoxylin-Eosin重染色

を施した.供試豚はすべて福山市と場においてと殺解体し，枝肉の大きさの測定と枝肉の審査を行なっ

た.以 tのほかに飼育期間中の生態観察としては，とくに性的動作の消長を観察した.

Days old 

56 

115 

135 

136 

162 

175 

11 雄子牛に対する試験

Table 2. Treatments in Exp. Il. 

Treatments 

15 mg/kg of Hex. D 

Biopsy (1) 

Biopsy (2) 

15 mg/kg of Hex. D 

Biopsy (3) 

Slaughter， Histological investigation 

供試牛は，生後 3-4カ月令の黒毛和種雄子牛 3頭で，その詩細を Table3 IC示した.供試牛は産地，

日令および体重はほぼ類似するが，発育状態と資質の点で No.lがややすぐれ，次いで No.2， No. 3の
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順であった.供試1j二3頭のうち 2頭は Hex.D区とし，生後 105日令 (No.3)，123日令 (No.2)，こ Hex.

D を 20mgjkgずつ，さらにその 9カ月後に 2mgjkgずつ啓筋肉!c注射した.他の l頭 No.1は，生

Table 3. Details of cattles used in expenments. 

Tr代eatm印 t匂s C臼伽ωa剖副制tt叫tl州 o. B町lr口thd 蹴 N 慨

， T'  r ，nr" Castration 
Castration 1 Jan. 16， 1965 J~U. >V， 'VVV  May 28， 1965 

Injections 
2 Jan. 18， 1965 

1st， 20 mgjkg Hex. D 

Hex.D 十一 May 21， 1965 

3 Feb. 8， 1965 2nd， 2mgjkg Hex. D 
Feb. 15， 1966 

後130日令!c精巣を割去して去勢区とした.試験飼育期間は， 1965年7月15日より 1966年 7月18日までの

368日間である.乙の期間は， NRC椋準(1956)，と従って l頭当り粋餌料 11，000kg (生草換算)，濃厚

飼料 700kgを給与するよう設計した.濃厚飼料lJ，Table 4の如lく飼育期間を戸分し，それぞれの配

合割合で白家配合して給与した.飼料給与は，スタンチョンに繋闘して*11宣言i料を l日31m，濃厚飼料は

I日l凹または飼育の後半で、2回給与した.

Table 4. Composition of concentratC'. (%) 

一一一一一~一一一
Feeds 

Period A B C 

Barley 

Corn 

もVheatbran 

De!fetted 

0

0

0

7

0

2
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rice bran 
12 

10 Soybeen meal 

Calcium ワ

Salt 

DCP 14.3 13.2 12.0 

TDN 67.2 70.0 I 69.7 

Period A .... 6-12 age in months 

Period B・0 ・13-15 1/ 

Period C ・・ 16-18 11 

調査項目とその調査方法. 発育は'!Jj.月休重を測定するとともに休高，胸聞についても測定した.飼

料の消費量は，毎回秤量した飼料を給与し残食量を差引いて算11¥したものである.精巣の発育を匁lるた

め午についても生体における精巣の大きさの変化を矧察した.と殺u引をに摘出した精巣について組織学

的検索を行なったが，その方法は豚の場合と同線である.前心のと場において{!t試牛をと殺解体し，豚

の場合と同じく校肉の大きさの測定と枝肉の審夜を行なった.

試験結果

1 雄子豚の発育と増体重

体重の変化は Text-fig.1 Iζ. 1日当増体重を Table5 K示した. Hex. D区は飼育の後半にやや良好
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な発育を示したが，去勢区との差は少なく個体差を考慮すれば両区の発育成績に差は認、められない.第

2次試験の供試豚の発育も第 1次試験の成績にほぼ類似する.増体重についても， Hex. D 区と去勢区

の間lこ差異は少なく，全期間中の 1日当り増体重は Hex.D区平均 0.64kg， 去勢区平均 0.62kgであ

っ7こ.
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Text-fig. 1. Changes of body weight (pigs) 

2. 雄子豚の飼料摂取量

供試豚が摂取した濃厚飼料の量は， Table 5の通りである.第 I次試験では，試験の処理区分なく混

飼したので両区間の比較はできなかったが平均 4.13kgの飼料要求率を示した.一方第 2次試験でのそ

れは 3.61kgであり，この差は飼料の給与方法によるものと考えられる.

Table 5. Liveweight gains and intake of concentrate. (pigs) 

ミ:::--一一一

Group 

Pig No. --- -~_ 

-----、

Treatments 

Item 

Castration Hex.D 

Period A 

Daily gains (kg) 0.51 0.55 0.52 0.54 0.64 

Concentrate consumed mean 147 kgjhead 137kg 

Efficiency of feed conversion 11 4. 12 2.80 

Period B 

Daily gains O. 73 0.80 O. 74 O. 72 0.64 

Concentrate consumed mean 233 kgjhead 141 kg 

E伍ciencyof feed conversion 11 4.14 3.81 

Overall 

Daily gains 0.64 0.69 0.65 0.64 0.64 

Concentrate consumed mean 380 k耳jhead 278kg 

Efficiency of feed conversion 11 4.13 3.61 

* The pig used in the exp. II . 
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3. Hex. D 注射豚の精巣の発育

Hex.D区豚の精巣の発育を外測値で示すと Text-fig.2の通りで. 3カ月令以後著るしい発育が認め

られた.こうした発育は，その時期からみでほぼ正常と思われる. しかし第 2次試験での発育は，第 l

次試験のそれよりかなり抑制されていたと考えられる.すなわち，外測値のみならずと殺後摘出した精

巣重についても，第 l次試験の供試豚 No.4は 734g， No. 5は 674gであり，生体重IC対する精巣重は

約 0.7%に達する.一方第 2次試験においては. 290gで生体重に対する精巣重は 0.3%であった.

8 

6 ' 

王 l
ilI: 4-
t 。
--l 

2' 

(cm¥ 

60 

Text-fig. 2. 

80 

4. Hex. D注射豚の精巣の組織学的所見
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第 l次試験における精巣の組織学的所見は. Fig.1および 2に示した通りである.図lζ示す如く正常

な精子形成が明瞭に認められ，問細胞には，なんらホノレモンによる影響もなく，さらに，精子は正常に

存在している.

第 2次試験における供試豚の精巣組織の所見は次の通りである.

(1) 生後115日令(第 l回目の Biopsy): 初回の Hex.D注射後59日を経た時の曲精細管は，萎縮も

拡張もせず通例の管径を示す.管の中央部は広く空間を示し，精細胞は薄い層をなしてこれを取りまく

(Fig.3).精祖細胞の欠知するところはなく，各精細管は共通した性質を示している.精祖細胞は正常な

細胞像を示し，萎縮していない.それより内層は精母細胞で，乙れは場所lこより欠き，精子細胞，精子

は存在せず従って精細胞の分化は低~，段階で止まり，精子形成に至っていない.なお問細胞は正常像を

示し，発達は良好で5あった.

(2) 生後135日令(第 2回目の Biopsy): 初回の Hex.D注射後79日経過した時の曲精細管像は，前

向と同様である.精子形成はみられず，精細胞分化は低い段階を示した.さらに問細胞も前阿と同様で

あった.

(3) 生後162日令(第 3回目の Biopsy): この時期は，第 l回の Hex.D注射後 106日，第 2回の注

射後26日目に相当する.精巣の組織像は，前2回の Biopsyと後記のと殺直後の所見の中間像を示す.

局所的に精子形成を示す曲精細管があるが，その精子形成は量的に少ない.また精細胞は分化の低いも
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のもかなりあるが，精子形成の認められる出l精細管では，諸段階の精細胞を認める.間細胞は前回と同

様である.

(4) 生後175日令(と殺解体直後摘出した精巣組織): 第 l回および第 2回の Hex.D注射後それぞ

れ117日および37日を経ている.摘出した精巣の実質lこは， Biopsy による損傷，炎症像などは認められ

なかった.組織像の所見は，出1精細管の多数のものは中心の空所が狭く，精細胞は充実し各段階の分化

した精細胞をみる.精子形成も同時に認められ集合したものはないが，数f阿ないし単数で精細胞問lζ介

在している (Fig.4).なお問細胞像は前厄!と同様の所見で変化していない.

5. 供試豚のと殺解体成績

と殺前の絶食時体重および解体成績を Table6に示した.第 1次 Hex.D区豚は，去勢区豚l乙比較し

て枝肉重，枝肉歩瑠，枝肉の大きさ，背脂肪の厚さおよびロース芯の大きさなどは，いずれも差は認め

られない.第 2次試験の供試豚は，第 l次試験の Hex.D区と比較して枝肉の大きさがやや小さいが，

枝肉歩留と脂肪の状態に差はみられなかった.なお第 2次試験の供試豚は，同時にと殺解体した同腹の

雌豚との比較でも脂肪，肉質および性臭なとに明らかな差は認められなかった.

Table 6. Carcass characteristics of pigs. 

Group |castratm Hex. D 

Item 

一-------一
l>.!:ig， ~ // // // // 。

4 5 6* 

Fasting weight (kg) 91. 0 102.0 110.0 103.0 103.0 i 96.5 
Dressed weight (kg) 68.3 77.3 81. 8 76.5 76.9 71. 8 
Dressed percentage ( %) 75.0 75. 7 74.3 74.2 74.6 74. 1 
Cal'cass length (cm) 99.8 107.6 103.0 104.5 100.。107.0 
Carcass width (cm) 33.5 37.0 36.0 36.0 38.0 36.0 

Thickness of Back i 23 22 24 22 24 23 
covering lard Chest 7 7 5 5 4 11 

(mm) Loin 17 

Size of The major axis 8.9 

rib eye (cm) The minor axis 5.1 4. 7 5.0 4.9 4.6 

* The pig used in the exp. II 

6. Hex. D注射豚の性生態

第 l次試験における Hex.D 注射豚の性行動は，注射後10-15日頃より乗駕欲を示し，約40日間この

状態が続いた.第 2次試験においては，初回の注射後24日より 20日間隣房の雌豚lζ慕情を示した.これ

らの性行動は， Hex.D注射による一時的な影響と考えられる.その後，第 l次試験の Hex.D注射豚

は，生後 130日令頃から再び采駕動作が発現し，隣房の雌豚が発情した際KPenisを露出する動作が観

察された.第 2次試験の供試豚もと殺前20日頃この豚房lこ発情豚を入れたが，わずかに采駕動作がみら

れる程度で交尾は不能であった.この際包皮内で Penisの勃起が触知された.

7. 雄子牛の発育と増体重

供試牛の体重，体高および胸凶の変化は， Table 71こ示した通りである.去勢牛と Hex.D注射牛の

No.2は， 11カ月令以後ほとんど同様な発育成績を示したと考えられる Hex.D を注射した No.3は，

10カ月令以降に左後肢の関節炎を，さらに， 2ヵ月後より右腰角発育不全の徴候が現われと殺時ーには，

腰角欠損の症状を呈するなどの障害lこより発育は最も劣った.
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Table 7. 

Date 

Changes of body weight and measurements of withers height and chest girth. (cattles) 

B叫 附叩ig仰ht(何k均矧gω) I W仙 i江t伽h凶訂ershe勾泡砂蜘ht(同阿c叩叫m叫) I C伽:he怠周叫s

No. 1 No. 2 No. 3 I No. 1 No. 2 No. 3 I No. 1 No. 2 No. 3 

July 15， 1965 I 163 150 146 

Aug. 17， 179 150 148 

Sept. 20， 202 179 162 

Oct. 22， 219 193 186 

Nov. 18， 236 217 208 I 110 105 106 I 140 136 138 

Dec. 20， I 252.マー248 230 I 110 105 109 I 141 138 142 

Jan. 21， 1966 I 287 277 259 I 113 108 110 I 150 147 150 

Mar. 18， 313 305 268 I 115 113 112 I 159 152 155 

Apr. 13， I 337、 330 294 I 121 118 117 I 162 159 155 

May 20， 372 372 323 I 126 119 119 I 169 165 164 

J une 20， 392 -.3剖 346 I 126 121 119 I 169 165 168 

July 12， I 396 393 343 I 127 121 119 I 171 167 169 

1日当り増体重は， Table 8の如くで，最も多いのは No.2で 0.67kg，次いで去勢午の 0.64kgとそ

の差は僅少である N仏 3は， 0.58 kgで劣っていた.

Table 8. Liveweight gains. (cattles) 

、Treatments Castration 

I tem ------------一一一一I No. 1 

100 97 97 125 120 122 

Hexestrol 

No. 2 No. 3 

占

A
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d

d

 

D

O

O

 

-

-

1

・1

V

A

V

A

V

且

ρ
i
u
ρ
i
u
ρ
l
v
 

p

p

p

 

0.66kg 

1. 04 

0.27 

0.67kg 

1. 16 

0.24 

0.64k耳

0.64 

0.38 

Overall 

Initial liveweight 

Final liveweight 

Daily gains 

163 

392 

0.64 

150 

380 

0.67 

146 

346 

0.58 

8. 供試牛の飼料摂取量

試験飼育の期間中に摂取した飼料の量を Table9 IC示した. 供試牛 1i須当りの摂取量は， 粗飼料約

11， 000 kg，濃厚飼料 761~788kg であった. 1 kg増体IC要した濃厚飼料は， No.2が最も少なく 3.13kg，

去勢牛はやや多くて 3.26 kg， No. 3は 4.00kgで最も多い.

Table 9. Intakes of feed and amounts required per 1 kg gain. (cattles) (kg) 

Treatments 

Item feed Castration Hexestrol 

No. 1 No. 2 

Intakes of Roughage* 11. 102 11. 051 10.850 

feed Concentrate 761 761 788 

Amounts Roughage* 47.6 45.5 55.0 
ired 

preeqr ulE kg ga1n Concentrate 3.26 3. 13 4.00 

* Weights based on fresh material. 
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9. Hex. D注射牛の精巣の発育

生体における外測偵を Text-日g.3I乙示した.精巣は，供試牛の発育l乙応じて多少発育したが，!E常
値8)と比較してその発育は抑制されている. と殺後摘出した精巣:重量は，左右合計で No.2が 216g，
No.3は 168gであり，体重rc:対する割合はいずれも 0.05%であった.

王 6-1 /'ヤ乙ーノケ
214/一---<1 

normal 一戸・.ー-ーーー
F 一 一一一一一一ー•.•••• No・2

4J //  ーノ，..x__  x-..........可
The minor ax.is ________一一..- ....~白唱、

，争』ーーー 」三一_.r ~‘司.
色、、仁Tヲ士=-=でて~ιシJ一一一ー司--~ No.3 

(cm) i 

jl-- r-~--~一------r---，
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

A~f' in months 

Text-fig. 3. Changes of testis size (cattles) 
normal: figured from the data of K UG IMOTO， ITO & NIW A 

10. Hex. D注射牛の精巣の所見

と殺解体直後lこ摘出した精巣の組織学的所見は次の通りであった.

No.2とNo.3は，ともに共通した組織所見であり， rttl精細uの像は保取した数カ所とも共通した像
を示した.特徴的lζ精細管の管腔は広く，薄い精細胞J留により四まれ，それらの極く一部に精子形成lこ
至る精細胞分化が認められる (Fig-5，6).精子形成の認められる部分でも精細胞層は不規則であり，精
子形成は少ないと考えられる.この精巣l乙は，精子は少なくしかも散在しており，精子形成のないとこ
ろの精細胞は，精祖細胞ないしは精母細胞が認められるにすぎない.間細胞は多くの場所で少ないが，
萎縮像を示さず明調で正常なものと認められた.

11. 供試牛のと殺解体成績

と殺解体成績と枝肉審査の結果を Table10に示した.各供試牛とも仕上り体重は小さいが，枝肉重
は No.1が最も多く，次いで No.2， No. 3のJI頂であった.校肉歩F況についても去勢午と Hex.D il二射
牛の聞に特別な差異は認められなかった.皮下脂肪についても，質と付着状態、は No.3がややまさって
いたが， No.l， No.2との差は少ない. Hex. D 注射牛は去勢午l亡くらべて，骨盤部の脂肪が明らかに
多いことが観察された.ロース芯への脂肪交雑は，ほとんどなく，肉質について去勢午と Hex.D注射
牛を比較すると，前者は肉色が薄く， f付のきめがやや荒いと a認められ後者の肉質がすぐれていた.

12. 飼育中の性生態の変化

試験飼育期間中l乙Hex.D注射牛が交尾動作を示したのは，第 2同の注射 lヵ月後(生後13-14カ月
令)であった.しかしこの動作は弱く，運動場において雌牛lこ乗駕を試みたが， Penisの突出は 2-3
cmであり，しかも乗駕の反覆も数同であった.この動作は一時的で， 10-15日後に消失した.精巣の
陰嚢内下降が完了したのは生後12カ月令で，それ以前は高い青響，寒冷あるいは後躯の触診などで精巣
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Table 10. Carcass characteristics of cattles. 

Group I Castration I Hex. D 

一 一一一一一
A 宮伊炉ρ芦川山m吋1d 叩 a拭山tsl 叫 h加lte廿r 別 | 揃 5辺25

Fasting weight (kg) 380 383 331 

Dressed weight (kg) 203 193 174 

Dressed percentage (%) 53.5 50.3 52. 7 

Carcass length (cm) 147 145 141 

Carcass width (cm) 67 65 65 

Withers l. 1 l. 4 1. 1 Thickness of .. HU~'O •• • '. • 

Sternum 1. 9 1. 5 1. 8 …ing fat (cm) Loin 0.7 0.5 0.3 

十十 | 十ム
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十

Fat covering & 
body cavity fat 

十十

十

!

ナ

↑

十

l
+
1
1
+
l
 

+ 
-+l 

i
 

l

T

 

孔1arbling
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十十 | 十十
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十十

十十

H十

H↓ 

Signs; ー inferior， 十 Little inferior， 十十 Normal， 什tLittle superior. 

は容易に腹院内へ|和人した Hex.D 注射'1こには雄牛特イ1牟の抱町L，Cr肢て・の一土かき動1'1がと殺時までみ

られなかった.

考 察

1. 発育に及ぼす効果について

供試した雄子豚と雄子斗二の発育について， Hex. D 注射区と去勢区の閥!r明らかな差はなく， fi.j料の

利JIj性についてもまた同機て‘あった. これらの結果は， 雄子豚lこ対する testosteron1)，若雄午!c対する

StilbestroI5)6) と同じ傾向を示しており， KLOSTERMANらりの主張の如く，雄音!こ合成発情物質を施則

しでも，その肥育効呆は去勢lHこ処理した様な増体効果はみられないということを裏書きした.本試験

lこ供した家畜の如く，若令期のものに対する発情物質の発育促進効果は少ないとされている.すなわち

未成熟の家畜は，その発育が速やかでかつ吸収した蛍白質やエネルギーの効率が高l'から，高栄養飼料

の給与をともなわな l'かぎり発情物質の発育促進効果は期待できないと考えられている.たとえは、，

WALTERらけの試験で， 8カ月令の雄子牛と去勢午lζStilbestrolを移値した場合，移摘しなかった俳1

yt:とのr:uに 1~l 当り増体量の差はなかったと報じている.さらに本試験に月H'た Hex. Dと同じものを

!日l'た右本，中村らおよび谷口らの試験結果でも，増休効果を認めたものはl'ずれも14カ月令!c注射し

たものであり， 30日令の乳汗1雄子午については Hex.Dの増体，飼料要求率!C対する効果は認められて

いない(前掲式旧薬品工業KK文献集).

元来発↑青物質の発育促進の機構については，諸説がありよだ十分糾明されていない. しかし一般には

下礎体前菜lこ作用する内分泌説が有力でRある. この場合，下乗体性ホノレ毛ンの分泌および雄性ホノレモン
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androgenの分泌の相互関係は，供試家畜の月令と関係するといわれ， この面から発情物質施用効果の

月令による差が考えられている.

2. 去勢様効果について

第 I次試験の39日令の雄子豚l乙Hex.Dを注射した場合，精巣の大きさの変化およびと殺時の精巣組

織像からは，一応去勢機効果はみとめられないと考えられる. しかし第 2次試験の 56日令時と 136日令

時の 2回 Hex.D を注射した雄子豚の精巣は， Biopsy による組織像l乙関する限り精子形成の抑制lが認

められる.すなわちヨークシャ一種雄豚は，生後4カ月令のはじめ頃IC精子形成が認められる7)が，本

試験においては136日令時の Biopsyによる組織像!C精子がみられず (Fig.3)， 162日令時の BiopsyIとよ

り僅かに精子形成が認められた.そのうえと殺時の精巣組織像によると，機能は若干弱いが精子形成が

認められる.この第 2次試験の結果からみて，第 l次試験の Hex.D注射豚の発育過程においては精子

形成が抑制されており，と殺前においてその機能が恢復していたと考えることができるであろろ.

去勢様効果は，精子形成および androgen分泌の抑制ないしは停止とし，それによってもたらされる

肉叢生産上の効果と解する乙とができる.この観点から，本試験における雄子豚と雄子牛は，精子形成

機能と性欲発現の減退ならびに第 2次性徴発現の遅延などからみて Hex.D による去勢様効果が認めら

れる.しかし供試家斎の問細胞像，精巣の大きさの変化ならびに飼育後期における精子形成などから

androgenの分泌もある程度は考えられる.

肉質K及ぼす Hex.Dの効果については，さきに述べた結果の如lく， Hex.Dを注射した雄子豚と雄

子牛の肉質が対照区の去勢畜とほぼ同様な成績を得た.これは上記の去勢様効果から理解されよう.

本試験での Hex.D注射量は， Sti1bestro1を用いた他の試験報告ゆ)5)および Hex.Dを牛IC注射した

他の試験成績(前掲武田薬品工業KK文献集)に比べて少なくない.かかる多量の Hex.Dが必要であ

ったかどうかは本報の結果からは明らかでない.さらに，豚での第 2次試験と牛IC対する試験で行なっ

た追加注射についても，その意義について究明できなかった.

元来肉畜生産における雄畜の去勢様効果は，精子形成と andro胃en分泌機能の停止または抑制によっ

てもたらされる肉質の改善，枝肉歩留の増大ならびに飼育中の温順性を期待するところにある.本試験

の結果から， Hex. D を注射した雄畜が去勢畜K等しい肉質IC肥育することができたことをもって，肉

用雄畜iと対する Hex.Dの効果を認めることができる.

要 約

Hcx. D の雄子豚と雄子牛lこ対する去勢様効果，発育促進および肉質の改善効果を試験する目的で本

研究を行なった.結果を要約すれば次の通りである.

I 生後39日令の雄子豚lζ20mg/kgの Hex.D を注射した場合，と殺時・の精巣組織はほぼ正常な精

子形成がみられたが，対照の去勢豚IC比べ発育と肉質IC差異はなかった.

2 生後56日令と 136日令にそれぞれ 15mg/kgの Hex.D を注射した雄子豚は， 135日令まで精子形

成がみられなかった.その後この機能はやや恢復する傾向を示したが，精巣の大きさの変化，性生態お

よび肉質から判断して Hex.Dの去勢様効果が認められた.

3 生後 3-4カ月令の雄子牛ICHex. Dを 20mg/kg，さらにその 9ヵ月後に 2mg/kgを注射した場

合，去勢牛と比較して発育の効果は明らかでなかったが，精巣の組織像と肉質および生態などからみて

去勢様効果が認められた.

本試験を実施するにあたり，武田薬品工業KK食品事業部畜産部より Hex.Dの提供を受けた.また

試験IC協力を願った本学付属農場職員IC深甚の謝意を表する.
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SUMMARY 

This research has been carried out in order to examine the emasculative effect 
of Hexestrol dica-

prylate (Hex. D) on fattening ma1e pig and bull calves， and a1so in order to determine the consequences 

of Hex. D on the growth and on the improvement of quality of meat or poak. 

In the first experiment， 20 m胃!kgof Hex. D were injected into 2 pure bred Yorkshire ma1e pigs 39 

days old， compared with 3 barrows of littermate. 

In the second experiment， 15mgjkg of Hex. D were injected into another Yorkshire male pig on 

of the 56th day and 136th day after birth， respectively. 

As for the experiment on bull calf fattening， 3 young bull calves (Japanese breed) were used. One 

of them was castrated 130 days after birth， while the other two were twice treated with intro・mascu10r

injections of Hex. D the first time 20mgjkg at the time of 103-123 days and the second time 2mgj
kg 

at the time of 372-393 days. 

The results can be summarized as following; 

1. Effects on the male pigs. 

There was no difference between the growth of the male pigs and that of the 
barrows in the first 

experiment. Moreover， the growth of the testes of the male pigs were found as norma1. Judging from 

the histological observations， no emasculative effect cou1d be discovered in the ma1e pigs. In the 

second experiment， there were also no observable influences of Hex. D on the increase in body weight， 

on the fattening and on their feed conversion. 

However， in the second experiment， as shown by observation on his testis tissues， obtained by 

biopsy， his spermatogenesis was kept suppressed， up to 135 days after birth. In the latter stage of 

raising， his spermatogenesis was seen tending to recovery in the case of male pig， on the bases of obser-

vations on the growth and weight of his testis and the sexual behaviour. 

The eぼectof Hex. D on the meat quality was also recognized in the male pigs regardless the injec・

tion procedures employed. The quality of their pork was similar to that of the barrow. 

2. Effects of the Llttening in bull calves. 

The growth of the ca1ves testis was considerably suppressed by injection of 
Hex. D. This was 

discerned not only from their changings in size but also from the histological 
references of the testes. 

There were no significant differences between the growth and the feed convertio
n of the bull calves 

injected with Hex. D， and those of the steer. 

The meat耳radeand the fat status of the Hex. D-i吋ectedbull calves were somewhat superior to 

those of the steer; the effects of Hex.-D on the fattening of bull四 Ifwere noticed as well as the sup-

pression of the function of their spermatgenesis 

From the result of this study could be recognize emascu1ative effect that meat of t
he Hex. D-injected 

ma1e pigs and bul1 ca1ves can fatten as the same grade of barrow and steer， depending on the repres-

sion of androgen. 
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Plate 

Fig. 1. Convoluted seminiferous tubules of pig testis (No. 5); 20 mg/kg of Hexestrol dicaprylate 
(Hex. D) was injected into 39 days old; 185 days old at sampling. Hematoxylin and eosin 
stain. X 100 

Fig. 2. The same as the above; x 400 

Fig.3. Convoluted seminiferous tubules of pig testis (No. 6); 15 mg/kg of Hex. D was injected 
into them at the time of 56 days and 136 days after birth， respectively; perform to biopsy 
115 days old. x 400 

Fig. 4. The same as the above; the pig testis was extracted after slaughtering; 175 days old. x 400 

Fig.5. Convoluted seminiferous tubules of calf testis (No. 2); 20mg/kg and 2mg/kg of Hex. D 
was injected into them at the time of 123 days and 393 days after birth， respectively， the 
testis was extracted after slaughtering; 546 days old. x 400 

Fig. 6. The same as the above; x 400 
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